
IET Digital Library IET Ditigal Library 

■IET Digital Library（IDL）は IET（Institution of Engineering and Technology）が出版する全ての雑

誌・マガジン・会議録・セミナーダイジェストを収録した、電子ジャーナル提供プラットフォームです。 

 

■閲覧と検索： Electronics Letters の他、16 の IEE Proceedings、新たに機関紙となった

Engineering & Technology、7 種のマガジン、セミナーダイジェスト、会議録などを閲覧、検索すること

ができ、利用者の利便性を高め、冊子体に比べて利用率を向上することができます。 

 

＜キーワード検索＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ＜アドバンスト検索＞ 

             検索対象の指定・検索フィールドの指定・ソートオプションなどを利用可能 

検索フィールド指定

検索対象指定 

ソートオプション 
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IET Ditigal Library 

■1994年以降の 5万件以上の技術的な論文にアクセスすることができます。 

※発刊年が 1994年以降の場合、遡及年度は発刊年までとなります。 

 

■フルテキスト PDFをダウンロードすることができます。 

 

 

■引用文献リスト（References）からのリンクを利用できます。（引用文献のある論文の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Citing Articles リストからは、この論文を引用している文献へのリンクが利用できるほか、著者名をク

リックすることで、その著者が含まれる論文を IDLの収録から抽出（検索）することができます。 
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IET Ditigal Library 

■Inspec レコードの閲覧が可能：引用文献リスト中のリンク［Inspec］をクリックし、文献のアブストラク
トや文献に付与された Inspecのフィールドインデックスなどを閲覧することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

       ＜Inspec レコードの閲覧＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この例の場合、該当論文はジャーナルサイト（Elsevier）にリンクされており、IDLには収録されて 

いませんが、Classification Codesや Controlled indexiを用いた再検索を実行することが可能です。 
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IET Ditigal Library 

■TOC Alerts： 選択したタイトルの TOC（Table of Contents）を E-Mailで受け取ることができます。 

画面右上の TOC Alertsをクリックし、リストからアラートを受け取りたいタイトルを選択し設定します。 

 

出力形式を指定 

E-Mailが送られてくるので、指示に従い

設定を完了します。 

→  

受信メールに対して、本文に ”ok”とだ

け入力し、そのまま返信します。 

（””マークを入れずに単に ok と入力） 

→ 

続いて、確認メールが届きます。（完了）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■myPublications, myArticles： 検索で見つけた論文や記事、あるいはお気に入りのタイトルを個人

のワークスペースに保存することができます。（この機能は AIP（American Institute of Physics）の

Scitationプラットフォームから提供されます。） 
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IET Ditigal Library 

■文献情報の出力： EndNoteや BibTeX形式 

で文献の書誌情報を出力することが可能です。 

入手した文献を引用して論文やレポートを作成 

する際に活用することができます。 

 

 

 

 

 

 

■IEE Proceedingsは 2007年 1月より名称を変更する予定です。（IEE→IETへの名称変更による） 
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